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大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要
１．インド経済の現状 
















































内産業基盤を強化するために1998年  5  月にソフ
トウェア産業の振興を図るための国家戦略を画策
し，首相府に国家ITソフトウェア開発作業部会を
設立した。 1999年には Ministry of Information 












































































































2006年までは  3  -  4  ％台と安定し，2006年から
2010年までは  6  ％台から12％台へと上昇し，
2010年以降，10％台，8  ％台と下降している。
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改革以降の20年間で 4 倍以上の上昇になっている。 
 人口は1951年以来1.3-2.5％で増加している。
2010-11年度では12億人に近くなっている。（図  1 























では年平均レートで  7  ルピー台をキープしてい
















ピーを維持できずに2008年  1  月18日に39.27ル
ピーをつけた。2008年  2  月からルピー安に転じ，
2008年10月には50ルピーを超えた。その後は乱
高下しながら2012年  6  月25日に57.22ルピーをつ


































図１-３ インド為替レート（単位：ルピー 出典：ＲＢＩ Ｗｅｂサイトを参照し、筆者作図
（16)
） 
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機・IT製品のインド国内生産総額は  5  兆6,751億
ルピーであり，その内の  6  割近い  3  兆3,244.5億
ルピーがソフトウェアの輸出額になっている。同
年の財の輸出額は14兆8,250億ルピー，財の輸入
額が23兆9,460億ルピーで，貿易収支は  9 兆1,210
億ルピーの赤字になっている。これに対し，サー
ビス収支および所得収支，経常移転収支の黒字は，
前述のソフトウェア輸出総額  3  兆3,244.5億ル
ピーを含めて  5  兆3,620億ルピーあり，経常収支
は 3 兆7,590億ルピーの赤字となっている。 







は35％台に上進したが，2009年から  2  年間は
14％，6％と低迷し，2011-12年は21％台に回復し
ている。 





















使われる桁区切りの単位で  1  千万を表している。 
 1995年に「世界貿易機関（WTO）を設立する
マラケシュ協定（通称WTO設立協定）」の一部と










て  1  /  5  程度になっている。サービス貿易のうち，
IT-BPO 産 業 の 主 要 な輸出カ テゴリと な る
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Balance Of Payments Manual For Indiaの段落 4.24（24)
によれば，インドでは，国際貿易取引を電子的に
登録するシステムのFETERS（Foreign Exchange 


















サービスの提供の全産出量の  1  /  3  が国内，2  /  3 
が海外という割合になっており，インドの外貨獲
得手段としての役割を担っていると共に国内市場
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ウェア・テクノロジー ・パーク（ Software 
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の専門技術者が  1  ヶ月働いた場合の課金単価を
表し，例えば，システム開発のITサービスでは， 


















の作業量になり，15人月の仕事を  5  人の専門技















し て お り ， CAGR は 5.68％と な っ て い る 。
Microsoft社やIT-BPO産業のInfosys社，Wipro社の
労働生産性は向上していない。同期間のCAGRは
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